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日　時： 平成 21年 6月 4日（木）

9時 30分～ 11時 00分

場　所：グランシップ（静岡）　1階　大地

　　　　静岡市駿河区池田 79.4

出席者：会場出席者　　　150名

　　　　委任状提出者　5,037名

議長の選任

　定款第 28条に基づき，出席正会員のうちから佐伯

覚正会員が議長に選任された．また，副議長には花山

耕三正会員が選任された．

定足数の確認

　議長は，出席正会員及び委任状提出者を確認し，定

足数（正会員現在数の過半数 4,860名以上）に達して

いることを確認した後，開会を宣した．

議事録署名人の選任について

　議長の指名により議事録署名人に，猪飼哲夫正会員

及び芳賀信彦正会員が選任された．

議　題

報告事項

Ⅰ．理事長報告

　里宇理事長から，平成 20年度から開始した 7つの

アクションプランほかの活動について，総括して報告

が行われた．

Ⅱ．平成 20年度各種委員会報告

　里宇理事長から，平成 20年度の各種委員会の活動

状況について，報告が行われた．

1 編集委員会報告

担当理事：出江紳一

委員長：長岡正範

委　員：青柳陽一郎，加賀谷斉，河村顕治，栗原まな，

長屋政博，橋本圭司，原　行弘，宮井一郎，森田定雄

年度内交替委員：安保雅博，生駒一憲，小林一成

1．委員会の開催

　本年度年 6回の委員会を開催した．（うち 1回は論

文賞選考委員会を兼ねる）

2．活動内容

1）学会誌刊行の状況

　平成 20年 1月から 12月の間に The Japanese Jour-

nal of Rehabilitation Medicine 第 45巻 1号から 12号

の計 12冊が発行された．また，第 45回日本リハビリ

テーション医学会学術集会抄録集を学術集会事務局と

共同で，学会誌特別号として発行した．

2）論文投稿・審査・掲載の状況

（1）平成 20年 1月から 12月の間の依頼原稿を除く投

稿原稿は 29編で，このうち 15編を採用，18編を

修正後再審査，12編を不採用とし，4編の取り下げ

があった．

（2）第 45巻の掲載論文は，原著 10編，短報 6編，症

例報告 4編，総説 2編の計 22編であった．

（3）平成 21年 1月より 2月 26日現在で，13編の論

文が投稿された．

3）投稿の呼びかけについて

　会員への投稿の呼びかけについて，昨年度に引き続

き第 45回学術集会事務局と連絡を取り，発表演題の

中から各座長に推薦をいただいた．

4）科学技術振興機構（J-STAGE）の電子化対象誌に

選定された．

　（1巻から 41巻まで全巻全号のアーカイブ化）

5）J-STAGEの電子査読システムの本運用画面が完成

した．

6）執筆規定のキーワード例の改定を行った．

7）論文賞選考内規の改定を行った．

8）論文賞選考

　論文賞選考内規に基づき，平成 21年 2月 20日に論

文賞選考委員会を開催し，最優秀論文賞，優秀論文

賞，奨励論文賞の各賞を選定し，役員会に報告した．

3．委員長の交替

　平成 20年 6月 30日付けで生駒一憲委員長が退任し，

7月 1日より長岡正範委員が委員長に就任した．

平成 21年度 日本リハビリテーション医学会
通常総会・評議員会　議事録

通常総会 議事録

● 報　告 ● 日本リハビリテーション医学会
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2 評価・用語委員会報告

担当理事：才藤栄一

委員長：根本明宜

委　員：浅見豊子，正門由久，石合純夫，目谷浩通，

太田喜久夫

年度内交替委員：美津島隆

1．委員会の開催

　本年度は委員会 5回開催した．そのうち 1回は来年

度のオンライン辞典に向けての研修会を併せて行っ

た．その他，電子メールなどによる意見・情報交換等

を行った．

2．活動内容

1）次期リハビリテーション医学用語集としてのオン

ライン事典の準備

　リハビリテーション医学用語集第 7版で用語が拡大

され，編集作業が大変になったこと，用語集の有効利

用という観点よりオンライン事典として第 8版を用意

することとし，準備作業を行った．システム委員会と

の調整，運用の検討，状況調査，研修会，システム制

作担当との打ち合わせなどを行った．

2）リハビリテーション医学用語集第 7版出版の管理

と活用

　昨年度出版したリハビリテーション医学用語集第 7

版の改訂，ホームページで公開している検索システム

の修正を行った．

　用語集第 7版を基にMS-IME，ATOKの PC入力用

のリハ用語辞書を作成し，今年度開設された会員専用

ページでマニュアルと共に会員に提供した．

3）リハビリテーション医学用語の標準病名への登録

依頼

　レセプトオンライン請求で用いられ，電子カルテな

どで採用されることの多いMEDIS-DCの標準病名に

リハ用語集から未掲載の 115傷病名の掲載依頼を行っ

た．

4）日本整形外科学会用語集へのリハビリテーション

医学用語の掲載要望

　日本整形外科学会用語集の改訂作業が行われてお

り，関連学会として掲載用語の希望調査があった．リ

ハ用語集と整形外科用語集第 6版との比較を行い，整

形外科学用語集に未掲載の語について掲載候補として

要望を提出した．

5）評価法データベース

　リハ医学・医療における評価法の動向を知るため，

関連和・洋総合誌（7雑誌）の投稿論文で用いられた

各種評価法を抽出しデータベース化し報告していた

が，報告は 3年毎とすることとしており，今年度は

アップデート作業を行った．平成 20年 1月～ 12月に

刊行された 7雑誌を対象に同様の調査を実施した．今

後の継続のために，評価法の採択基準について再確認

を行った．

6）日本医学会用語の普及と日本医学会医学用語集

Web版の活用

　学会誌の投稿規定に日本医学会医学用語を用いるこ

とを推奨され，用語集へのアクセスの保証を問い合わ

せたところ，リハ医学会として用語集Web版を共用

することを試行として許可いただけた．会員用 HPか

らの共用を可能とした．

7）その他

（1）日本医学会分科会用語委員会が平成 20年 11月

12日に開催され出席した．

（2）診療ガイドラインの策定に際し，リハビリテー

ション医学用語を推奨することを要望した．

（3）リハニュース，学会 HPで委員会活動について広

報を行った．

3 教育委員会報告

担当理事：椿原彰夫，上月正博

委員長：岡島康友

委　員：池田　聡，笠井史人，高橋博達，寺岡史人，

豊倉　穣，芳賀信彦，羽田康司，水落和也

年度内交替委員：出江紳一，大田哲生

1．委員会の開催

　本年度は 5回の委員会を開催した．

2．活動内容

1）第 3回一般医家に役立つリハビリテーション研修

会として以下の 3研修会を企画，主催した．終了試

験を行い，その成績を出席状況とともに理事会に報

告した．

（1）「脳血管障害等」　9月 27～ 28日

　於　全社協・灘尾ホール　受講者 134名

（2）「運動器」　12月 13～ 14日

　於　全社協・灘尾ホール　受講者 118名

（3）「呼吸器」　2月 21～ 22日

　於　全社協・灘尾ホール　受講者 91名

2）実習研修会を共催し，新規企画について審議した．

（1）第 12回　義手・義足適合判定医師研修アドバン
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ストコース　9月 7～ 8日

　於　吉備高原医療リハビリテーションセンター受講

者　10名

（2）第 9回　脊損尿路管理研修会　9月 20～ 21日

　於　兵庫県立リハビリテーションセンター　中央病

院受講者　21名

（3）第 6回　小児リビリテーション実習研修会

　9月 25～ 27日

　於　宮城県拓桃医療療育センター受講者　37名

（4）第 11回　臨床筋電図・電気診断学入門講習会

　10月 4～ 5日

　於　慶應義塾大学病院受講者　51名

（5）第 3回　福祉・地域リハビリテーション実習研修会

　2月 13～ 15日

　於　横浜市総合リハビリテーションセンター受講者

13名

（6）第 2回　動作解析・運動学実習研修会

　3月 26～ 28日

　於　藤田保健衛生大学医療科学部受講者　15名

3）医学生リハビリテーションセミナーについて

（1）76施設より開催の申し出があり，春期は 11名，

ゴールデンウィークは 3名，夏期は 24名の参加が

あった．

（2）情報の提供は，学会ホームページ・リハニュー

ス・雑誌への広告などにより行った．

（3）参加学生のあった施設にセミナーに関するアン

ケートを実施した．

（4）参加学生の感想文をリハニュースおよび学会ホー

ムページに掲載した．

（5）平成 21年開催に向けて全研修施設に開催の協力

を募り，75施設から協力の返事を得た．春期は 45

施設，ゴールデンウイークは 19施設，夏期は 73施

設での開催を予定している．開催に向けては学会

ホームページ・リハニュース・雑誌による広報を

行った．

4）専門医・認定臨床医生涯教育研修会について

（1）各地方会から開催申請のあった地方会，生涯教育

研修会の内容確認を行った．また，開催結果を各地

方会に報告した．

（2）「日本リハビリテーション医学会地方会組織にお

ける生涯教育研修会実施要領」における「5 .講師

資格」について，改定案を作成し会則検討委員会に

提出した．

（3）細則 2）.e号に該当する関連学会，研究会の申請

7件の審査を行った．

（4）細則 2）.f号に該当する研修会，研究会等の 41件

の審査を行った．

5）リハビリテーション科の卒後初期臨床研修について

（1）認定研修施設（実施時：424施設）に対して実施

した，卒後初期研修に関するアンケート調査を集計

した．

（2）その結果を第 45回リハ医学会学術集会シンポジ

ウムで報告し，リハ医学に掲載した．

（3）ホームページ改定にあわせ，学生，研修医に配慮

したコンテンツについて検討した．

3．委員長の交替

　平成 20年 7月 10日付けで出江紳一委員長が退任し，

7月 11日より岡島康友委員が委員長に就任した．

4 認定委員会報告

担当理事：蜂須賀研二，安保雅博

委員長：菊地尚久

委　員：石田健司，佐伯　覚，菅　俊光，竹中　晋，

中島英樹，船越政範，山口　淳

1．委員会の開催

　本年度は年 7回の委員会を開催した．

2．活動内容

1）専門医の認定及び資格更新について

（1）専門医試験を実施し，平成 20年度リハビリテー

ション科専門医 59名を認定した．

（2）認定臨床医の専門医移行書類を審査し，70名を

認定した．

（3）第 10回および第 11回専門医移行試験を実施し，

80名を認定した．

（4）現在の専門医数は 1,650名である．

2）認定臨床医の位置付け，認定及び資格更新について

（1）従来の制度と「指定の教育研修会，教育講演を受

講と指導責任者の推薦書で資格を得るもの」による

新制度の 2通りの受験資格での認定臨床医試験を実

施し，68名を合格とした．

（2）認定臨床医の資格更新審査を行い，45名を更新，

1名を資格保留，9名を辞退による資格喪失とした．

（3）現在の認定臨床医数は 4,127（資格保留者を除く）

である．

3）指導責任者の認定及び資格更新について

（1）指導責任者を審査し，41名を認定した．
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（2）現在の指導責任者数は 812名である．

4）研修施設の認定及び資格更新について

（1）平成 20年度の審査により，34施設を研修施設と

して認定した．

（2）年次調査を実施し，430施設を研修施設として適

格であると認定した．

（3）現在稼動施設は 467施設である．

（4）研修施設のWebシステム構築に対して検討した．

5）その他

（1）専門医・認定臨床医の更新一括化に関して専門医

の更新時期に合わせて認定臨床医の更新を行うよう

に改訂した．

（2）リハビリテーション医育成アクションプラン策定

WGに対して当委員会に関連する意見を提案した．

5 試験問題委員会報告

担当理事：安保雅博，蜂須賀研二

委員長：和田　太

委　員：飯塚正之，小口和代，川手信行，小林宏高，

関　和則，関　　勝，中馬孝容，藤原俊之，八幡徹太郎，

間嶋　満（特別委員），藤谷順子（特別委員）

1．委員会の開催

　本年度は 7回の委員会を開催した．

2．活動内容

1）平成 20年度日本リハビリテーション医学会専門医

試験の問題 150題を作成した．

2）平成 20年度日本リハビリテーション医学会専門医

試験（平成 21年 3月 5日に実施）に臨場した．

3）平成 20年度日本リハビリテーション医学会専門医

移行試験の問題各 60題を作成した．

4）平成 20年度日本リハビリテーション医学会専門医

移行試験（平成 20年 9月 7日，平成 21年 3月 22日）

に臨場した．

5）平成 20年度日本リハビリテーション医学会認定臨

床医試験の問題 100題を作成した．

6）平成 20年度日本リハビリテーション医学会認定臨

床医試験（平成 21年 3月 5日に実施）に臨場した．

7）プール問題の修正，整理，コード付記を行った．

6 社会保険等委員会報告

担当理事：吉永勝訓，水間正澄

委員長：川手信行

委　員：尾花正義，古閑博明，近藤克則，近藤国嗣，

菅原英和，染屋政幸，高橋博達，長谷公隆，原　寛美，

藤谷順子，古市照人，森　英二，田中宏太佳（特別委

員）

年度内交替委員：江端広樹，田中宏太佳

1．委員会の開催

　本年度は平成 20年 4月 11日，5月 14日，7月 4日，

9月 5日，11月 14日，平成 21年 1月 16日，3月 6日

の 7回の委員会を開催した．

2．活動内容

1）医療保険に関する活動

（1）内保連関連

　例会，運営会議，呼吸器関連委員会，神経関連委

員会，リハ関連委員会に参加し，意見を述べた．ま

た，特に，リハ関連委員会で平成 22年度診療報酬

改定に向けたリハ料に関する意見の集約を行い，約

30項目の提案書を他学会と共同提出すべく，現在

関連学会・団体と調整中である．

（2）外保連関連

　総会，実務委員会，処置委員会，検査委員会に参

加し，意見を述べた．また，外保連を通じて平成

22年度診療報酬改定に向け，当学会として 5項目

の提案書を提出すべく調整中である．

（3）平成 20年度リハ医学に関する診療報酬改定につ

いて学会誌 5月号に報告した．

（4）平成 20年度診療報酬再改定についてのアンケー

ト調査，分析を行い，ホームページおよび学会誌

2009年 1月号に結果を報告した．

（5）平成 22年度診療報酬改定にむけて

①内保連各委員会，外保連を通じて，提案書を提出

すべく，関連団体と意見交換，調整作業をおこ

なった．（継続中）

②厚生労働省訪問を行い保険局医療課長，医療課長

補佐と面談を行い，平成 21年度診療報酬改定の

当学会としての基本方針と他関連学会．団体との

連携，協議について説明した．

③リハ医学会社会保険モニター担当専門医を対象

に，「平成 20年度リハ関連診療報酬改定」につい

ての意見を求め，集約した．

④社会保険に関する関連団体との折衝

　リハ医療関連 5団体協議会において，リハ関連

診療報酬について議論し，意見を集約した．また

「日本整形外科学会・日本リハ医学会社会保険合

同会議」にて，意見交換を行った．
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2）介護保険に関する活動

（1）厚生労働省老健局老人保険課課長補佐との懇談会

を開催し，意見交換を行った．

（2）リハ医学会社会保険モニター担当専門医を対象に

「介護報酬改定について」，「訪問リハステーション

について」の意見を求め，集約した．

（3）リハ医療関連 5団体協議会において，「平成 21年

度介護保険改定」についての意見交換を行った．

（4）日本介護支援専門員協会からの依頼により，平成

20年度厚生労働省老人健康増進事業「介護支援専

門員の医療的ケアの知識向上のための調査研究委員

会」に委員を派遣し協力することとなった．

3．委員長の交替

　平成 20年 9月 30日付けで田中宏太佳委員長が退任

し，10月 1日より川手信行委員が委員長に就任した．

7 障害保健福祉委員会報告

担当理事：朝貝芳美

委員長：樫本　修

委　員：伊佐地隆，奥村元昭，篠原裕治，武原　格，

古澤一成，松坂誠應

年度内交替委員：小池純子，鈴木恒彦

1．委員会の開催

　本年度は計 4回開催した．

2．活動内容

1）障害者自立支援法，介護保険をはじめとする関連

制度等についての検討

　障害者自立支援法における三障害及び高次脳機能障

害，高齢，小児などの関連領域において，情報の収

集，意見交換を行った．特に「障害者自立支援法施行

後 3年の見直しについて」，「障害児支援の見直しに関

する検討会報告書」と「産科医療補償制度」につき意

見交換，検討を行った．

2）社会参加推進のための障害者スポーツの検討

（1）障害者スポーツ関連機関・団体のリスト（リハ医

学会 web siteリンク集）更新に向けて害者スポーツ

関連機関・団体の調査を行った．

（2）リハ医学会ホームページの更新を行い，学会員用

のページだけでなく市民向けページにも掲載して，

障害当事者，一般市民にも情報を提供した．

3）地域リハビリテーションのあり方とリハビリテー

ション医のあり方の検討

　リハ医学会員を対象とした地域リハビリテーション

に関するアンケートを完成させ，リハ医学会ホーム

ページの会員ページ上で平成 21年 1月 5日～ 3月 31

日の期間において webアンケートを行った．このア

ンケートでは，リハ医が地域リハ活動に参加できる要

因を検討し，地域リハ活動を推進する体制を提案す

る．アンケート回収率向上を図る目的で，ホームペー

ジ上だけでなく専門医会学術集会，各地方会での呼び

かけや，リハ医学会誌，リハニュースに記事を掲載し

て広報した．

3．委員長の交替

　平成 20年 9月 30日付けで小池純子委員長が退任し，

10月 1日より樫本　修委員が委員長に就任した．

8 関連機器委員会

担当理事：住田幹男

委員長：越智文雄

委　員：石井雅之，市江雅芳，沖　貞明，高塚　博，

陳　隆明，古川　宏（特別委員）

1．委員会の開催

　本年度は 3回の委員会を開催した．

2．活動内容

1）運動療法・作業療法機器の使用頻度およびその効

果に関するアンケート調査結果をリハビリテーショ

ン医学会誌 9月号において報告した．

2）福祉用具の選定に関する実態調査の調査対象を決

定し，アンケートを作成した．

3）福祉用具の選定に関する実態調査をWeb上で行う

準備を実施した．

9 関連専門職委員会

担当理事：住田幹男

委員長：渡部一郎

委　員：田中尚文，永田雅章，馬庭壯吉，染矢富士子

1．委員会の開催

　本年度は年 4回の委員会を開催した．

2．活動内容

1）当学会リハ全専門医（約 1,200名）に対する，リ

ハ関連専門職教育に関するアンケート調査を実施

し，有効回答 600名の結果について解析した．

2）前述 1）の結果をふまえ，関連専門職養成校教育

担当者に対するリハ専門医の需給についてのアン

ケート調査を施行した．平成 21年度 1月 31日締切

で，43.4％（181／417校）の回収率であり，アン
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ケート結果の入力・分析を開始した．

3）第 35回理学療法士・作業療法士養成施設等教員講

習会の開催

　厚生労働省と医療研修推進財団との共催の上記講習

会（東京地区と大阪地区 2箇所で開催）の運営に協力

した．

10 会則検討委員会

担当理事：伊藤利之

委員長：佐直信彦

委　員：猪飼哲夫，伊勢眞樹，影近謙治，高岡　徹

年度内交替委員：栢森良二

1．委員会の開催

　本年度は 5回の委員会を開催した．

2．活動内容

1）日本リハビリテーション医学会会則集の諸会則の

整合性の検討と集大成

（1）諸会則について，当該会則の出所を明らかにする

ために，根拠となる会則名を本文冒頭に記述するこ

ととし，本文中に引用されている会則名を新会則名

に変更する作業を全て終了した．

（2）会則の集大成に向け，会則の5分類（定款，細則，

規則，内規，申し合わせ）と議決に関する基準，編

修原則に従い，会則名の再度の見直しと，本文の書

き換えに着手した．

2）本委員会に依頼のあった会則の改定等について検

討し，回答した．

3）医師以外正会員の入会審査が 18年度から会則検討

委員会の任務となったことから，当該内規に従い入

会審査を行った．

11 広報委員会

担当理事：田島文博

委員長：山田　深

委　員：阿部和夫，安倍基幸，大高洋平，志波直人，

野々垣学，平岡　崇

1．委員会の開催

　委員会を 4回開催した（2008.4.25，7.4，10.10， 

2009.1.9）．

2．活動内容

1）リハニュースの発行

（1）37号（2008.4.15：会員用Webシステムについて），

38号（7.15：日米リハビリテーション医療の相違：特

に電子カルテについて），39号（10.15：新理事長挨拶 

動き出したアクションプラン），40号（2009.1.15：リ

ハ医育成アクションプラン策定WGについて）を発

行した．

（2）40号は創刊 10周年記念号としてカラー刷りとし

た．

（3）39号より新企画として患者（家族）会から「リ

ハ医への期待」を連載開始した．

（4）ホームページからの閲覧について pdfファイルの

ダウンロードに対応した．

2）ホームページ運用

（1）7月 14日の会員用 Webシステム稼働に合せ，

トップページデザインを更新した．また，「市民の

皆様へ」などの一部コンテンツをアップデートし

た．

（2）その他のコンテンツについても平成 21年春のリ

ニューアルオープンを目指して改編作業を進めてい

る．尚，ホームページの管理委託はダイナコム社に

移行の予定である．

（3）会員用Webシステムの利用推進へ向けて，リハ

ニュースへのリーフレット綴じ込み等を始めとした

案内を行った．

3）リハ医育成アクションプラン

（1）学会が推進するリハ医育成アクションプランにお

いて，教育関連事業ともリンクした広報メディアの

作成（パンフレット，DVDなど）とホームページ

の充実，ならびに女性医師へのアピールを推進する

役割を担うこととなった．次年度はリハニュース特

集，リクルート向けパンフレットおよびホームペー

ジを作成することとし，具体的作業に着手した．

4）その他

（1）研修医へ向けた広報戦略の一環として，レジナビ

フェアへの出展を検討した．情報収集のためレジナ

ビフェア 2008大阪（3.2開催），東京（6.1）を視察

したが，出展は病院単位が主体であり，現時点では

学術団体としての出展に意義を見いだすことができ

なかった．

（2）日本整形外科学会学術総会（2008.5.22～ 5.25）

において，関連団体紹介ポスターを作成，掲示し

た．本学会の理念と目的，リハビリテーション科の

役割を盛り込み，総合的なリハビリテーションの必

要性についてアピールした．

（3）インターネットを利用し，第 1回リハビリテー
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ション・写真コンテストを開催した．75点の応募

があり，優秀作品をリハニュース 40号に掲載した．

12 国際委員会

担当理事：赤居正美，久保俊一

委員長：志波直人

委　員：井手　睦，長谷　斉，佐浦隆一，花山耕三，

吉田清和（アドバイザー），森原　徹（特別委員）

年度内交替委員：辻　哲也，馬場　尊

1．委員会の開催

　本年度は年 5回の委員会を開催した．

2．活動内容

1）平成 20年度海外研修助成プログラムの実施

　長坂誠氏（東北大学内部障害学分野），加賀谷斉（藤

田保健衛生大学リハビリテーション医学教室）の 2名

を助成し，平成 20年度内に海外研修（学会発表・施

設訪問）が実施された．

2）平成 20年度外国人リハ医師短期交流助成プログラ

ムの実施

　Dr. Marlis Gonzalez-Fernandez （Instructor, Physical 

Medicine and Rehabilitation, Johns Hopkins University, 

School of Medicine, 米国），Dr. Ngan Thi Hong Anh 

（Interim Director, Department of Rehabilitation Medi-

cine, Vietnam National Institute of Gerontology, ベトナ

ム）の 2名が承認され，平成 20年度内に交流が実施

された．

　なお，平成 19年度外国人リハ医師短期交流助成プ

ログラムに承認されたが，調整がつかず平成 19年度

中に来日困難であった 2名（Dr. Liao，Dr. Kim）につ

いては平成 20年度の予算で執行される予定であった

が，四川大地震の影響もありスケジュール調整が難し

いため，交流計画を取りやめることとした．

3）Honorary／Corresponding Memberとの連携体制

　本年度からHonorary／Corresponding Memberには，

英文の本学会の年間活動報告（総会資料を参考に簡潔

に）およびグリーティングカードを毎年 12月に送付

することを開始し，今後とも緊密にコミュニケーショ

ンをとっていくこととした．また，本学会誌の送付に

関しては，基本的に邦文誌であり，ほとんどの Hon-

orary／Corresponding Memberには送付の必要が無い

のではないかという点，さらには送料の問題もあり，

今後は学会誌送付を取りやめることとした．

4）Honorary／Corresponding Memberの拡充

　欧米やアジア地域のリハ医学会とその指導者の情報

を集め，Honorary／Corresponding Member候補の探索

を行った．本年度は，Mayo Clinic，Physical Medicine 

& Rehabilitationの Jeffrey R. Basford教授の Correspond-

ing Memberを認定した．

　また，Honorary／Corresponding Memberに関して

は，内規で Corresponding Memberの義務として，原

則として 5年に 1回以上，本学会が主催する学術集会

あるいは関連学術集会に出席・発表もしくは本学会の

機関誌あるいは日本国内のリハビリテーション医学関

連学術誌に投稿することにより，本学会の発展に貢献

することとされているが，実際には機能していないこ

と，資格条件は 65歳未満とされているが取得後に 65

歳に達している方が数名いること，が懸案事項として

挙げられた．さらに，海外では，65歳を過ぎていて

も現職の教授で，学会の要職を歴任するなど積極的に

活動し，Honoraryではなく，Corresponding Member

に相応しいと判断される医師もおられることから，

Honorary／Corresponding Memberの要件変更に関し

ては会則検討委員会，役員会の議を経て，65歳の規

定を削除した．

5）第 1回アジア・オセアニア地区リハビリテーショ

ン医学会議（AOSPRM）（南京）

　平成 20年 5月 16日（金）～ 19日（月）に南京で開催

され，赤居担当理事が本学会代表として参加，20カ

国の 700名が参加し盛会であった．第 2回（2010年 5

月 1～ 4日）台北，第 3回（2012年 5月）バリ島で

開催予定．

6）日韓合同カンファレンスについて

　第 1回 AOSPRM会議（南京）の際に，赤居担当理

事が，「日韓合同カンファレンスに関する取り決め」

（平成 19年度第 3回国際委員会議事録参照）を韓国側

に渡した．韓国側が持ち帰って現在協議中である．

7）その他

　アジア地域のリハ医学交流を実現することを目標

に，担当理事および各委員による世界各国との交流窓

口開拓に努めた．

3．委員長の交替

　平成 20年 11月 20日付けで辻哲也委員長が退任し，

11月 21日より志波直人委員が委員長に就任した．
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13 診療ガイドライン委員会

担当理事：生駒一憲

委員長：園田　茂

コア委員：岡川敏郎，辻　哲也，渡部一郎，中馬孝容

1．委員会の開催

　計 8回の委員会を開催した（コア委員会 3回，脳卒

中治療ガイドライン策定委員会 1回，脳性麻痺リハビ

リテーションガイドライン策定委員会 1回，臨床研

究・調査のためのガイドライン策定委員会 1回，リハ

ビリテーション連携パス策定委員会 2回，電子会議も

含む）．

2．活動内容

1）「脳卒中治療ガイドライン 2004」のリハビリテー

ション領域に関する改訂に関し，脳卒中関連 5学会

合同の脳卒中合同ガイドライン委員会からのコメン

トに対応して微修正を行った．

2）「脳性麻痺リハビリテーションガイドライン」の策

定作業を行い，パブリックコメントを募った．医学

書院から平成 21年 6月に発行予定．

3）リハ連携パス策定委員会活動として「地域連携ク

リティカルパス（脳卒中リハビリテーション診療連

携パス）」に関する指針を作成するための検討活動

に入った．

4）呼吸リハビリテーションガイドライン作成委員会

は平成 20年 9月で解散した．

5）臨床研究・調査のためのガイドライン策定委員会は

脳卒中に関する臨床研究・調査のためのガイドライ

ンに準拠しているリハ学会抄録の解析を行っている．

14 システム委員会

担当常任理事：赤居正美

担当理事：田島文博

委員長：園田　茂

副委員長：山田　深

委　員：加賀谷斉，菊地尚久，小林一成，正門由久

1．委員会の開催

　委員会を（インターネット会議も含め）7回開催し

た（2008.3 .24.4.22，5.16，6.13.7.17，7.29.9.8，

9.18.11.12，11.22.1.20，1.26.3.2）．

2．活動内容

1）システムの 1段階目導入

　システムの 2段階導入（1段階目は， 会員 ID管理，

掲示板，メール，アンケート（委任状を含め），2段

階目は，研修ポイント決済，会費・研修会費などの電

子決済）のうちの 1段目を平成 20年 7月 14日に導入

した．学会誌などに周知活動を行った．当初パスワー

ドは原則生年月日，希望者には郵送とした．掲示板と

して全会員用掲示板，学会各委員会用掲示板，評議員

用掲示板，専門医用掲示板，専門医会幹事会用掲示板

を設けた．掲示板削除ポリシーなどを含んだシステム

利用ガイドラインなど各種運用取り決めを定めた．

2）1段階目導入後の検討

　理事などにシステムアンケートを行った．その結果

を受けて掲示板の改良作業を開始した．単位取得状況

通知表表記に関し，システムトラブルが発生し，修正

された．掲示板メンバー設定自動化も検討を開始し

た．2段階目に関しては順次検討しているが，来年度

以降の課題である．評価・用語委員会からの依頼をう

けて，リハ用語集辞書をシステムに置いた．システム

登録者増加案（学術大会への演題登録について，会員

用Webシステムを経由して行うよう設定する，等）

を検討している．

3）システム登録者数

平成 21年 3月 31日現在，1,996名である．

15 専門医会報告

担当理事：上月正博

幹事長：菊地尚久

副幹事長：佐伯　覚，正門由久

幹　事：青柳陽一郎，浅見豊子，池田　聡，石合純夫，

近藤和泉，菅　俊光，菅原英和

1．総会，学術集会，幹事会の開催

　本年度は総会 2回（定例 1回，臨時 1回），学術集

会 1回，幹事会 3回が開催された．その他，幹事会専

用掲示板で，議論，情報交換等を行った．

2．活動内容および報告

1）総会（平成 20年 6月および 12月）

　平成 20年 6月 5日の第 45回日本リハビリテーショ

ン医学会学術集会中に臨時総会を開催した．報告内容

は①平成 20年 7月 14日からシステムが稼動し，学会

web上で専門医間での本格的なコミュニケーションが

開始されること，②リハビリテーション科専門医の需

給に関するWGの報告で，審議事項として①システ

ムの活用方法，②第 3回専門医会学術集会の準備状況

（佐伯，池田幹事），③第 4回専門医会学術集会の準備

状況（朝貝幹事），④幹事選挙を第 3回専門医会学術
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集会時に行うことがあげられた．また，専門医会幹事

で理事になられた先生方も 12月の幹事選挙までは，

その責務を全うしていただくことになり，賛同を得

た．

　平成 20年 12月 6日福岡市都久志会館にて平成 20

年度専門医会定例総会を開催した．専門医会新幹事候

補者の選出選挙が行われ，青柳陽一郎，浅見豊子，池

田　聡，石合純夫，菊地尚久，近藤和泉，佐伯　覚，

菅　俊光，菅原英和，正門由久が幹事候補として選出

された．報告事項は①リハ医育成アクションプラン策

定WGの進行状況と専門医会の関わり（佐伯，池田

幹事），②データマネジメントWGの進行状況（正門

幹事）で，審議事項は①今後の専門医会のあり方と役

割，②第 5回専門医会学術集会の代表世話人として横

浜市大の菊地尚久を推薦，③第 4回専門医会学術集会

の準備状況（朝貝幹事），④第 46回学術集会開催時の

企画として「リハビリテーションの処方について」を

行うことなどであった．

2）第 1回新幹事会（平成 20年 12月 7日）

　平成 20年 12月 7日福岡市都久志会館にて第 1回幹

事会を開催した．幹事長として菊地尚久が互選され，

副幹事長に佐伯覚，正門由久が指名された．提案事項

として①専門医間の交流をより活発にし，より多くの

専門医の意見を取り入れる．各地方会の中で掲示板の

活用などにより専門医間の交流ができるようなシステ

ムづくりを行い，所属する地方会の各幹事が代表とな

り，幹事が不在の地方会は特別委員を代表とするこ

と，②リハの各分野の研究に関する SIG（Special 

interest group），専門医に対する教育，リハ医を増や

すためのアプローチに関するワーキンググループを立

ち上げ，専門医が活発に議論できる場を提供する，③

学会活動を発展させるために各委員会の情報を横断的

に交換できる場として専門医会を活用する，④基礎研

究に関するワーキンググループを立ち上げる，⑤女性

専門医，若手専門医のワーキンググループを立ち上げ

る⑥初期研修医のリクルートに関する各施設間の情報

交換を行う，⑦専門医会をアピールする場をもっと増

やす，⑧リハ医育成アクションプランを展開する上

で，専門医および認定臨床医の背景情報を知り，活用

することがあげられた．

3）第 3回専門医会学術集会の開催について

　上述した総会，幹事会とともに，平成 20年 12月 6

日，7日に福岡市都久志会館ホールにて第 3回専門医

会学術集会が佐伯覚，池田聡，両代表世話人により開

催され，盛会のうちに閉会した．

審議事項

Ⅰ．平成 20年度事業報告及び収支決算

　平成 20年度事業報告について，庶務担当の吉永常

任理事から説明が行われ，承認された．

　平成 20年度収支決算について，財務担当の上月常

任理事から，説明が行われ，引き続き江藤監事から，

平成 20年度の業務執行及び財産の状況に係る監査を

実施した結果，適正に処理されていると認める旨報告

が行われ，原案どおり承認された．（表 1～ 5）

平成 20年度　事業報告

（平成 20年 4月 1日から平成 21年 3月 31日まで）

1．会員現況

 （名誉会員含）

 新入会 421名

 退　会 497名

物故会員（敬称略）

香
か

取
とり

　　勲
いさお

，寶
ほ

積
づみ

　　豊
ゆたか

，深
ふか

川
がわ

　利
とし

義
よし

，古
ふる

江
え

　増
ます

裕
ひろ

，

山
やま

口
ぐち

　弾
たま

之
あき

，加
か

倉
くら

井
い

周
しゅう

一
いち

，永
なが

倉
くら

　靖
やす

久
ひさ

，遠
とお

山
やま

　正
まさ

道
みち

，

山
やま

本
もと

　一
かず

樹
き

，日
ひ

沖
おき

　甚
やす

生
なり

，森
もり

宗
むね

　　勸
すすむ

，横
よこ

山
やま

　　巖
いわお

，

山
やま

野
の

内
うち

忠
ただ

雄
お

，鈴
すず

木
き

　一
かず

太
ひろ

，矢
や

田
だ

　　毅
たけし

，蓮
はす

本
もと

　正
まさ

詞
し

，

永
なが

井
い

　　隆
たかし

，藤
とう

堂
どう

　　昭
あきら

，国
くに

里
さと

宏
こう

一
いち

郎
ろう

，谷
たに

岡
おか

　達
たつ

男
お

，

井
いの

上
うえ

　和
かず

彦
ひこ

，服
はっ

部
とり

　　獎
すすむ

，大
おお

和
わ

田
だ

　修
おさむ

，前
まえ

田
だ

　浩
こう

治
じ

2．役員，評議員，各種委員会委員

役　員：理事長 1名，常任理事 3名，理事 12名，監

事 2名，幹事 4名

評議員：199名

各種委員会委員：編集委員会 10名，評価・用語委員

会 6名，教育委員会 9名，認定委員会 8名，試験問題

作成委員会 10名，社会保険等委員会 13名，障害保健

福祉委員会 7名，関連機器委員会 6名，関連専門職委

員会 5名，会則検討委員会 5名，広報委員会 7名，国

際委員会 5名，診療ガイドライン委員会 5名，システ

平成 21年

3月 31日

平成 20年

3月 31日

増　減

会員総数

医　　師

医師以外

9,707名

9,504名

203名

9,783名

9,584名

199名

△ 76名

△ 80名

4名
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ム委員会 5名

3．学術集会の開催について

1）第 45回日本リハビリテーション医学会学術集会

を，平成 20年 6月 4日，5日，6日の 3日間，横浜

市　パシフィコ横浜会議センター・展示ホールに於

いて開催した．

2）第 3回専門医会学術集会を，平成 20年 12月 6日，

7日の 2日間，福岡市　都久志会館ホールに於いて

開催した．

4．諸会議

1）通常総会の開催：平成 20年 6月 4日

2）評議員会の開催：平成 20年 6月 3日

3）理事会の開催： 第 1回　平成 20年 4月 26日

第 2回　平成 20年 6月 3日

第 3回　平成 20年 6月 6日

第 4回　平成 20年 7月 26日

第 5回　平成 20年 9月 27日

第 6回　平成 20年 11月 22日

第 7回　平成 21年 1月 24日

第 8回　平成 21年 3月 14日

4）地方会総会・学術集会の開催

（1）北海道地方会

○第 17回北海道地方会

　開催日　　平成 20年 4月 26日

　開催場所　札幌医科大学臨床大講堂

　出席者数　61名

○第 18回北海道地方会

　開催日　　平成 20年 10月 4日

　開催場所　北海道大学医学部臨床講義棟大講堂

　出席者数　56名

（2）東北地方会

○第 24回東北地方会

　開催日　　平成 20年 9月 27日

　場所場所　秋田県総合保健センター大会議室

　出席者数　52名

○第 25回東北地方会

　開催日　　平成 21年 2月 28日

　開催場所　山形市保健センター

　出席者数　68名

（3）関東地方会

○第 40回関東地方会学術集会

　開催日　　平成 20年 9月 20日

　開催場所　つくば国際会議場

　出席者数　60名

○第 41回関東地方会学術集会

　開催日　　平成 20年 12月 13日

　開催場所　慶應義塾大学医学部北里講堂

　出席者数　151名

○第 42回関東地方会学術集会

　開催日　　平成 21年 3月 7日

　開催場所　江戸川区総合区民ホール

　出席者数　187名

（4）北陸地方会

○第 24回北陸地方会総会

　開催日　　平成 20年 9月 6日

　開催場所　石川厚生年金会館

　出席者数　37名

○第 25回北陸地方会総会

　開催日　　平成 21年 3月 28日

　開催場所　ANAクラウンプラザホテル金沢

　出席者数　55名

（5）中部・東海地方会

○第 23回中部・東海地方会総会

　開催日　　平成 20年 8月 23日

　開催場所　大正製薬名古屋支店

　出席者数　47名

○第 24回中部・東海地方会

　開催日　　平成 21年 2月 7日

　開催場所　大正製薬名古屋支店

　出席者数　61名

（6）近畿地方会

○第 25回近畿地方会学術集会

　開催日　　平成 20年 9月 6日

　開催場所　 医療法人大道会森之宮病院ウッディー

ホール

　出席者数　152名

○第 26回近畿地方会学術集会

　開催日　　平成 21年 2月 28日

　開催場所　奈良県立医科大学厳橿会館

　出席者数　122名

（7）中国・四国地方会

○第 21回中国・四国地方会総会

　開催日　　平成 20年 6月 29日

　開催場所　高知大学医学部臨床講義棟

　出席者数　89名

○第 22回中国・四国地方会総会



485Jpn  J  Rehabil  Med　VOL. 46  NO. 8　2009

　開催日　　平成 20年 12月 14日

　開催場所　岡山大学医学部臨床講義棟

　出席者数　127名

（8）九州地方会

○第 24回九州地方会

　開催日　　平成 20年 9月 7日

　開催場所　リーガロイヤルホテル小倉

　出席者数　249名

○第 25回九州地方会

　開催日　　平成 21年 2月 22日

　開催場所　鹿児島大学病院鶴陵会館

　出席者数　180名

5）倫理委員会

　日本リハビリテーション医学会倫理綱領（暫定版）

に対する意見を会員に広く求め，決定版として公表し

た．

6）専門医会

①専門医会学術集会を 1回開催した．

②専門医会総会（定例 1回，臨時 1回）と幹事会を

3回開催した．また，幹事会専用掲示板で，議

論，情報交換等を行った．

7）地方会連絡協議会

　各地方会のホームページに「専門医試験相談窓口」

の開設を行うこととなった．また，専門医育成アク

s表 1
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ションプラン策定WGの設置，専門医会との連携，

評議員選挙の実施及び地方会生涯教育研修会の講師資

格について検討した．

8）各種委員会の開催

①　編集委員会　　　　　　　6回

②　評価・用語委員会　　　　5回

③　教育委員会　　　　　　　5回

④　認定委員会　　　　　　　7回

⑤　試験問題委員会　　　　　7回

⑥　社会保険等委員会　　　　7回

⑦　障害保健福祉委員会　　　4回

⑧　関連機器委員会　　　　　5回

⑨　関連専門職委員会　　　　4回

⑩　会則検討委員会　　　　　5回

⑪　広報委員会　　　　　　　4回

⑫　国際委員会　　　　　　　5回

⑬　診療ガイドライン委員会　8回

⑭　システム委員会　　　　　7回

9）ワーキンググループ

①　リハ医育成アクションプラン策定WG

②　データマネジメントWG

③　評議員選挙実施に対する検討委員会

④　公益法人制度に伴うWG

s表 2
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5．辞令発送について

理事長名で辞令発送

各種委員会委員（特別委員等を含む）　431名

6．（後援），（協賛）等依頼

1）第 23回生体・生理工学シンポジウム （協賛）

（社団法人計測自動制御学会）

2）ヒューマンインターフェースシンポジウム 2008

　 （協賛）

（ヒューマンインターフェース学会）

3）HOSPEXjapan 2008－医療・福祉施設のための専

門展示会 （協賛）

（第 37回日本医療福祉設備学会併設展示会）

（日本医療福祉施設設備協会　社団法人日本能率協会）

4）義肢装具 SIG第 4回講習会 （協賛）

（日本リハビリテーション工学協会義肢装具 SIG）

5）平成 20年度運動療法機能訓練技能講習会 （後援）

（社団法人全国病院理学療法協会）

6）プライマリ・ケア医のための臨床研究デザイン塾

2008年集中セミナー （後援）

（NPO法人健康医療評価研究機構）

7）日本リハビリテーション心理研究会 （協賛）

（日本リハビリテーション心理研究会）

8）第 31回てんかん基礎講座 （協賛）

（日本てんかん協会）

財務諸表に対する注記

1．重要な会計方針

1）引当金の計上基準について

　退職給付引当金：事務局職員が全員退職した場合の

期末退職給与の要支給額に相当する金額を計上してい

る。

2）消費税等の会計処理について

　消費税等の会計処理は，税込方式による。

2．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は，次

のとおりである。

3 .基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は，次のとお

りである。

（単位：円）

（単位：円）
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9）第 23回リハ工学カンファレンス （協賛）

（日本リハビリテーション工学協会）

10）SIG姿勢保持講習会 2008 （協賛）

（日本リハビリテーション工学協会 SGI「姿勢保持」）

11）きょうされん　第 31回全国大会 inひろしま

 （後援）

（きょうされん）

12）リハビリテーション・ケア合同研究大会　福井

2008 （後援）

（日本リハビリテーション病院・施設協会　他）

13）第 58回日本理学療法学会 （後援）

（社団法人全国病院理学療法協会）

14）てんかん運動発足 35周年記念大会「第 35回全国

大会（東京大会）」 （協賛）

（社団法人日本てんかん協会）

15）第 44回日本理学療法学術大会 （後援）

（社団法人日本理学療法士協会）

16）平成 20年度義肢装具等適合判定医師研修会

 （後援）

（厚生労働省）

17）シンポジウム「モバイル 09」 （協賛）

（特定非営利活動法人モバイル学会）

18）認知症国際フォーラム （後援）

（認知症国際フォーラム推進委員会）

19）地域リハ・ケアフォーラム 2008「地域でいきい

きと！」 （後援）

（社団法人日本理学療法士協会　他）

20）第 43回日本作業療法学会 （後援）

（社団法人日本作業療法士協会）

21）日本人間工学会第 50回記念大会 （協賛）

（日本人間工学会）

22）第 21回バイオメカニズムシンポジウム （協賛）

（バイオメカニズム学会）

23）リハビリテーション・ケア合同研究大会　広島

2009 （後援）

（日本リハビリテーション病院・施設協会　他）

24）第 30回バイオメカニズム学術講演会 （協賛）

（バイオメカニズム学会）

25）第 44回日本理学療法士協会全国学術研修大会

 （後援）

（社団法人日本理学療法士協会）

26）生体医工学シンポジウム 2009 （協賛）

s表 3
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（社団法人日本生体医工学会）

7．会誌の発行

　会誌「The Japanese Journal of Rehabilitation Medi-

cine」第 45巻 第 4号～第 12号，特別号（抄録集），

第 46巻 第 1号～第 3号計 13冊を発行した．

8．リハニュースの発行

　年 4回発行した．（平成 20年 4月から第 37号～第

40号まで）

9．ホームページの管理・運営

　会員用Webシステム稼働に合わせトップページデ

ザインの更新及「市民の皆様へ」などの一部コンテン

ツをアップデートした．また，その他のコンテンツに

ついても平成 21年春のリニューアルオープンを目指

して改編作業を進めている．

10．教育及び研修

1）卒後実習研修会

・脊損・尿路管理研修会 

期日：平成 20年 9月 20日～ 21日

会場： 兵庫県立リハビリテーションセンター中央

病院

受講者数：21名

・小児のリハビリテーション研修会

期日：平成 20年 9月 25日～ 27日

会場：宮城県拓桃医療療育センター

受講者数：35名

・臨床筋電図・電気診断学入門講習会

期日：平成 20年 10月 4日～ 5日

会場：慶應義塾大学医学部

受講者数：51名

・福祉・地域リハビリテーション研修会

期日：平成 21年 2月 13日～ 15日

会場：横浜市総合リハビリテーションセンター

受講者数：13名

・動作解析・運動学実習研修会

期日：平成 21年 3月 26日～ 28日

会場：藤田保健衛生大学

受講者数：15名

・義手・義足適合判定アドバンスコース

①期日：平成 20年 9月 7日～ 8日

会場：吉備高原医療リハビリテーションセンター

②期日：平成 20年 10月 20日

会場：岡山労働基準監督署

受講者数：10名

2）学術集会研修会

期日：平成 20年 6月 4日～ 6日

会場：パシフィコ横浜会議センター・展示ホール

受講者数：2,937名

3）専門医会学術集会研修会

期日：平成 20年 12月 6日～ 7日

会場：福岡市　都久志会館ホール

受講者数：376名

4）一般医家向け研修会

・「脳血管障害等」

期日：平成 20年 9月 27日～ 28日

会場：全社協・灘尾ホール

受講者数：134名

・「運動器」

期日：平成 20年 12月 13日～ 14日

会場：全社協・灘尾ホール

受講者数：118名

・「呼吸器」

期日：平成 21年 2月 21日～ 22日

会場：全社協・灘尾ホール

受講者数：91名

5）生涯教育研修会

日本リハビリテーション医学会主催

・期日：平成 20年 9月 7日

会場：大手町サンケイプラザ

受講者数：150名

・期日：平成 21年 3月 22日

会場：大手町サンケイプラザ

受講者数：136名

北海道ブロック

・期日：平成 20年 4月 26日

会場：札幌医科大学臨床大講堂

受講者数：60名

・期日：平成 20年 10月 4日

会場：北海道大学医学部臨床講義棟大講堂

受講者数：52名

・期日：平成 21年 3月 7日

会場：北海道大学学術交流会館

受講者数：45名

東北ブロック

・期日平成 20年 9月 27日

会場：秋田県総合保健センター大会議室

受講者数：52名
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・期日：平成 21年 2月 28日

会場：山形市保健センター

受講者数：62名

関東ブロック

・期日：平成 20年 9月 20日

会場：つくば国際会議場

受講者数：49名

・期日：平成 20年 10月 4日

会場：新潟大学医学部有壬記念会館

受講者数：23名

・期日：平成 20年 12月 13日

会場：慶應義塾大学医学部北里講堂

受講者数：104名

・期日：平成 21年 2月 21日

会場：前橋テルサ

受講者数：49名

・期日：平成 21年 3月 7日

会場：江戸川区総合区民ホール

受講者数：139名

北陸ブロック

・期日：平成 20年 9月 6日

会場：石川厚生年金会館

受講者数：33名

・期日：平成 21年 3月 28日

s表 4
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会場：ANAクラウンプラザホテル金沢

受講者数：46名

中部・東海ブロック

・期日：平成 20年 8月 23日

会場：大正製薬名古屋支店

受講者数：88名

収支計算書に対する注記

1．資金の範囲

　資金の範囲には現金・郵便貯金・普通預金・仮払金・

預り金・未払金・未払住民税・未払消費税等を含めて

いる。

　なお，前期末及び当期末残高は，下記 2に記載する

とおりである。

2．時期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

3 .負担金内訳

　日本障害者協議会，専門医認定制機構，日本障害者

リハビリテーション協会，内保連，外保連，理学療法

士等講習会

（単位：円）
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・期日：平成 20年 8月 30日

会場：静岡グランドホテル中島

受講者数：35名

・期日：平成 20年 10月 11日

会場：長野県松本文化会館

受講者数：35名

・期日：平成 21年 1月 24日

会場：江崎ホール

受講者数：41名

・期日：平成 21年 2月 7日

会場：大正製薬名古屋支店

受講者数：98名

近畿ブロック

・期日：平成 20年 5月 31日

会場：京都府立医科大学附属図書館ホール

受講者数：75名

・期日：平成 20年 7月 5日

会場：市立豊中病院管理棟 5 F

受講者数：130名

・期日：平成 20年 9月 6日

会場： 医療法人大道会森之宮病院ウッディー

ホール

受講者数：131名

・期日：平成 20年 10月 11日

会場：上村ニッセイビル（中外製薬会議室）

受講者数：82名

・期日：平成 20年 11月 8日

会場：兵庫県民会館 9 Fホール

受講者数：83名

・期日：平成 20年 11月 16日

会場：京都府立医科大学附属図書館ホール

受講者数：49名

・期日：平成 21年 2月 28日

会場：奈良県立医科大学厳橿会館

受講者数：94名

中国・四国ブロック

・期日：平成 20年 6月 29日

会場：高知大学医学部臨床講義棟

受講者数：76名

・期日：平成 20年 8月 3日

会場：川崎医科大学本館 7 F

受講者数：92名

s表 5
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・期日：平成 20年 11月 22日

会場：高新文化ホール 7 F

受講者数：45名

・期日：平成 20年 12月 14日

会場：岡山大学医学部臨床講義棟

受講者数：123名

九州ブロック

・期日：平成 20年 9月 7日

会場：リーガロイヤルホテル小倉

受講者数：226名

・期日：平成 21年 2月 22日

会場：鹿児島大学病院鶴陵会館

受講者数：145名

11．専門医，認定臨床医の認定

  1）平成 20年度専門医認定者数 191名

平成 21年 3月末現在 1,649名

  2）平成 20年度認定臨床医認定者数 68名

平成 21年 3月末現在 4,127名

12．指導責任者の認定

平成 20年度指導責任者認定者数 41名

平成 21年 3月末現在 812名

13．研修施設の認定

平成 20年度研修施設認定数 34施設

平成 21年 3月末現在 467施設

14．移行に伴う専門医認定

2回，移行に伴う審査認定（試験審査）を行った．

15．学術研究助成

本学会誌に掲載された論文のうち優秀な論文を表

彰した．また，若手研究者への国際学術交流の一環

として海外研修助成を行った．

16．市民公開講座の開催

平成 20年度は，①札幌市②大分市の各地で市民

公開講座を開催し，広くリハビリテーション医学・

医療の啓発に努めた．

Ⅱ．平成 21年度収支暫定予算

　平成 21年度収支暫定予算案について，財務担当の

上月常任理事から，説明が行われ，原案どおり承認さ

れた．（表 6）

Ⅲ．平成 21年度事業計画案及び収支予算

　平成 21年度事業について，はじめに事業方針につ

いて里宇理事長から，引き続き事業計画案について庶

務担当の吉永常任理事から説明が行われ，承認され

た．

　平成 21年度収支予算案について，財務担当の上月

常任理事から説明が行われ，原案どおり承認された

（表 7）．

平成 21年度　事業計画

（平成 21年 4月 1日から平成 22年 3月 31日まで）

【事業方針】

1．学術活動の推進

①年次学術集会を開催する．

②地方会学術集会を開催する．

③専門医会学術集会を開催する．

④ 学会誌を刊行し，内容の充実と利便性の向上を図

る．

2．専門医制度の充実と発展

①自律的な質的保証の仕組みを作る．

② 研修施設と研修の機会を拡充し，指導体制を充実

させる．

③ 専門医を増やすとともに，認定臨床医の位置づけ

を検討する．

3．卒前・卒後教育の強化

① 卒前のリハビリテーション医学教育を充実させ

る．

② 臨床研修制度の改定を踏まえ，リハビリテーショ

ン医学教育の充実を図る．

③ 医師生涯学習におけるリハビリテーション医学教

育を充実させる．

4．調査・研究事業の推進

①診療ガイドラインを策定する．

②エビデンス構築基盤を整備する．

③多施設共同研究を企画し，推進する．

5．社会保障制度改革への対応と提言

①関連団体との連携と情報交換を強化する．

② 医療保険，介護保険，自立支援法等の改定スケ

ジュールを踏まえた機敏な対応を行う．

③制度体系の中長期的展望に立った提言を行う．

6．社会への貢献

① リハビリテーション医療の充実を図り，障害者の

社会参加支援を促進する．

②市民啓発事業を実施する．

③ 大規模災害等への対応を含め，学会の危機管理体

制を整備する．
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④ IT化の推進により，広報活動の充実を図る．

7．国際化の推進

①各国研究者間の交流を促進する．

②アジア地域との連携と交流を促進する．

③国際学会への対応を強化する．

8．学会組織の整備と充実

①評議員選挙を実施する．

② 公益法人制度に関する情報収集と対応の検討を行

う．

③地方会事務局機能を強化する．

④会員ネットワークシステムを整備する．

【事業計画】

1．学術集会の開催

1）第 46回日本リハビリテーション医学会学術集会

を，平成 21年 6月 4日，5日，6日の 3日間，静岡

市　グランシップに於いて開催する．

2）地方会学術集会の開催

　各地方会に於いて学術集会を開催する．

3）第 4回専門医会学術集会を，平成 21年 10月 16日，

17日，18日の 3日間，長野県下諏訪総合文化セン

ターに於いて開催する．

2．諸会議

1）通常総会　1回

s表 6
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2）評議員会　1回

3）理事会

4）地方会総会：各地方会に於いて総会を開催

5）倫理委員会：委員会所管事例の検討

6）専門医会

①専門医会学術集会の開催

②専門医および指導責任者の質の向上のための研修

③リハ医学会のシンクタンクとしての研究・調査

④ 掲示板・メールマガジンを活用した専門医間の交

流促進

⑤専門医のWGの活動

⑥専門医の背景情報調査

⑦ 初期研修医のリクルートに関する各施設間の情報

交換

⑧市民への啓発活動

⑨専門医会総会の開催

7）地方会連絡協議会

① 各地方会において，地方会ホームページを積極的

に活用し，地方会活動の活性化を図る．

8）各種委員会：編集委員会他 13委員会等

（1）編集委員会

① 学術集会での発表内容の向上，卒前・卒後教育の

充実，エビデンス構築の基盤整備等に寄与すべ

く，質の高い学会誌を発行する．

② 学会の広報活動に寄与すべく，各種情報を学会誌

に掲載するとともに学会誌の電子化を一層進める．

（2）評価・用語委員会

①用語集の整備・特にオンライン事典準備

②評価法調査の継続

③委員会としての広報の充実

④他委員会との連携の強化

（3）教育委員会

①卒後教育カリキュラムの現状調査と提言

② 初期臨床研修におけるリハビリテーション医学教

育の充実

③リハビリテーション研修カリキュラムの改訂

④生涯教育研修会の認定審査と新企画の提言

⑤実習研修会の共催と新企画のための調査

⑥ 病態別リハビリテーション研修会（旧一般医家研

修会）の再編・開催
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⑦専門医育成のための教育対策

（4）認定委員会

①専門医の認定及び資格の更新に関すること

② 認定臨床医の位置付け，認定及び資格更新に関す

ること

③指導責任者の認定及び資格更新に関すること

④研修施設の認定及び資格更新に関すること

⑤単位付与項目の認定に関すること

⑥各種法規に係る事項の検討

⑦ その他（専門医口頭試験，試験特別委員教育，研

修施設審査・年次調査のWeb化の検討）

（5）試験問題委員会

① 専門医認定，臨床認定医認定のための試験問題作

成

②実施した試験問題や予備問題の保存・管理

③出題の内規の検討

④良問の回答及び解説の掲載

（6）社会保険等委員会

①医療保険に関する業務

②介護保険に関する業務

③リハビリテーション診療報酬体系を検討する業務

④ その他（診療報酬と介護報酬の整合性の検討業務）

（7）障害保健福祉委員会

① 障害者自立支援法と障害児・者をとりまく関連制

s表 7
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度等の検討

②社会参加推進のための障害者スポーツの検討

③ 地域リハビリテーションのあり方とリハビリテー

ション医の役割についての検討

（8）関連機器委員会

①福祉用具の選定に関する実態調査の実施

②福祉用具の選定に関する実態調査結果の分析報告

③福祉用具についての広報活動

④運動療法機器，作業療法機器についての広報活動

（9）関連専門職委員会

① 関連職種の教育に関する調査分析と分析後の計画

立案

②臨床心理関連職種に関する調査報告

③ PT・OT長期教員養成研修会の運営協力

（10）会則検討委員会

① 規則，内規，申し合わせ等の諸会則の検討を行う．

②その他

（11）広報委員会

①広報ニュースの発行

②ホームページの改編・管理

③会員Webシステムの有効活用，IT化の推進

④リハ医育成 APの実践

⑤リハ医学の普及・発展へ向けた啓発

（12）国際委員会

① 平成 21年度日本リハ医学会員海外研修助成プロ

グラムの実施
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② 平成 21年度外国人リハ医師対象の短期交流助成

プログラムの実施

③  Honorary／Corresponding Member の拡充，活動

内容の見直し

④日韓合同カンファレンスの検討

⑤英文ホームページの充実

⑥ 英文 annual reportの作成とH／C Memberへの送付

⑦英文文書作成における翻訳作業の依頼

（13）診療ガイドライン委員会

①ガイドラインコア委員会：活動計画調整

② 脳卒中治療ガイドライン策定委員会：2版完成，

3版作成への助走

③ 脳性麻痺リハビリテーションガイドライン策定委

員会：出版，2版作成への助走

④ 安全管理・推進のためのガイドライン策定委員

会：オンライン会議想定

⑤ 呼吸リハビリテーションガイドライン策定委員

会：必要に応じて立ち上げ

⑥ リハビリテーション連携パス策定委員会：脳卒中

連携パスを提言

⑦ 臨床研究・調査のためのガイドライン策定委員

会：データマネジメントWGとの整合性，ガイ

ドラインに準拠した演題リストの集計・検討

⑧ 新ガイドライン策定委員会：RAリハビリテー

ションガイドライン策定委員会の立ち上げ

（14）システム委員会

①リハ医学会システム化第 1段の運用確認，改良

②リハ医学会システム化第 2段の検討

（15）ワーキンググループ

①評議員選挙実施に対する検討

②リハ医育成アクションプラン策定WG

③データマネジメントWG

④公益法人制度に伴うWG

3．会誌の発行

　会誌「The Japanese Journal of Rehabilitation Medi-

cine」を年 13回（第 46巻第 4号～第 12号，特別号，

第 47巻第 1号～第 3号），1回 9,400部を発行する．

4．広報誌の発行

　広報誌「日本リハビリテーション医学会ニュース」

（リハニュース）を年 4回（季刊）発行する．

5．ホームページの管理運営

　会員用Webシステムの有効活用に合わせ IT化を推

進する．また，管理委託業者の変更及び掲載内容の更

新，追加などを実施する．

6．教育及び研修

1）実習研修会

脊損・尿路管理研修会，義手・義足適合判定アドバ

ンスコース，小児のリハビリテーション研修会，臨床

筋電図・電気診断学入門講習会，福祉・地域リハビリ

テーション研修会，実習研修「動作解析・運動学実習」

を開催する．

2）学術集会研修会

平成21年6月4日，5日，6日の3日間，静岡市　グ

ランシップに於いて開催する．

3）専門医会学術集会研修会

平成 21年 10月 16日，17日，18日の 3日間，長野

県下諏訪総合文化センターに於いて開催する．

4）病態別リハビリテーション研修会

平成 21年度から一般医家に役立つリハビリテー

ション研修会を改廃し，病態別リハビリテーション研

修会を開催する．

5）生涯教育研修会

静岡市グランシップ並びに全国 8ブロックにおい

て，生涯教育研修会を開催する． 

6）医学生リハビリテーションセミナー

医学生のためのリハビリテーションセミナーを開催

する．

7．専門医の認定

　専門医（リハビリテーション科専門医）の認定審査

を行う．

8．認定臨床医の認定

　認定臨床医の審査認定を行う．

9．指導責任者の認定 

　申請に基づき指導責任者の認定審査を行う．

10．研修施設の認定

　申請に基づき研修施設の認定審査を行う．

11．専門医の資格更新

　専門医の資格更新審査を行う．

12．認定臨床医の資格更新

　認定臨床医の資格更新審査を行う．

13．リハ医学啓発活動事業

　各地方都市で市民公開講座等を開催し，広くリハビ

リテーション医学の啓発活動を行う．

14．学術研究助成

1）優秀論文への助成

2）若手研究者への海外研修助成
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3）外国人リハ医への交流研修助成

15．国際リハビリテーション関連

1）ISPRMを活性化し，AOSPRMの活動に参加する．

2）アジア地域での広報活動を行う．

16．その他

1）リハビリテーション関連団体の主催する各種事業

の後援，協賛等を行う．

Ⅳ．第 49回（平成 24年開催）学術集会会長の指名

　里宇理事長から，第 49回学術集会会長候補者とし

て，理事会及び評議員会において，蜂須賀研二会員

（産業医科大学リハビリテーション医学）が推薦され

た旨報告があり，満場一致で承認された．

Ⅴ．会費を 2年以上滞納した者の扱い

　庶務担当の吉永常任理事から，会費を 2年以上滞納

した者について，学術集会期間中，事務局窓口で氏名

を公開し，その後，申し出がない者については，定款

10条の規定に基づき除名とする旨の説明があり，承

認された．

Ⅵ．その他

① 評議員選挙規定の一部改定について

　庶務担当の吉永常任理事から，評議員選挙に関する

規則・同内規の一部改定案について説明があり，原案

どおり承認された．また今後の評議員選挙に向けての

予定について説明があった．

② Corresponding Memberについて

　国際委員会担当の赤居常任理事から，Corresponding 

Member候補者として Dr. Jeffrey R. Basford氏（米国）

を推薦する旨の説明があり，承認された．

③ 優秀論文賞の表彰

　日本リハビリテーション医学会論文選考内規に基づ

き，優秀な論文に対して賞状並びに賞金目録の贈呈が

行われた．

○最優秀論文賞

丸石正治，近藤啓太，上野弘貴

「高次脳機能障害者の重症度と就労率」

○ 優秀論文賞

笛吹　亘，園田　茂，鈴木　亨，岡本さやか，東

口髙志，才藤栄一

「脳卒中回復期リハビリテーションへの栄養サ

ポートチーム

介入―Functional Independence Measureを用い

た効果検証―」

○奨励論文賞

百崎　良，菅原英和，佐々木信幸，安保雅博，木

村知行

「リハビリテーション医学会研修施設における胃

瘻カテーテル交換に対する実態調査」

④ 海外研修助成証書の贈呈

　里宇理事長から，平成 21年度海外研修助成につい

て，三原雅史，室谷嘉一，大沢愛子，山田深の四氏

に，助成証書並びに助成金の目録が贈呈された．

 以　上

日　時： 平成 21年 6月 3日（木）　16時 00分～ 18時

00分

場　所： グランシップ（静岡）　11 F　風

静岡市駿河区池田 79.4

出席者：会場出席者　161名（欠席者 37名）

議長の選任

定款第 28条に基づき，出席正会員のうちから佐伯

覚正会員が議長に選任された．また，副議長には花山

耕三正会員が選任された．

定足数の確認

議長は出席評議員が定足数（評議員現在の過半数

99名以上）に達していることを確認した後，開会を

宣した．

議事録署名人の選任について

議長の指名により議事録署名人に，猪飼哲夫評議員

及び芳賀信彦評議員が選任された．

議　題

報告事項

Ⅰ．理事長報告

里宇理事長から，平成 20年度から開始した 7つの

アクションプラン等の活動について，総括して報告が

行われた．また，20年度医師以外入会認定者につい

て報告があった．

第 1回評議員会 議事録
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Ⅱ．平成 20年度各種委員会報告

里宇理事長から，平成 20年度の各種委員会の活動

状況について，報告が行われた．

（以上Ⅰ，Ⅱは通常総会議事録参照）

審議事項

Ⅰ．平成 20年度事業報告及び収支決算

平成 20年度事業報告について，庶務担当の吉永常

任理事から説明が行われ，承認された．

平成 20年度収支決算について，財務担当の上月常

任理事から，説明が行われ，引き続き江藤監事から，

平成 20年度の業務執行及び財産の状況に係る監査を

実施した結果，適正に処理されていると認める旨報告

が行われ，原案どおり承認された．

Ⅱ．平成 21年度収支暫定予算

平成 21年度収支暫定予算案について，財務担当の

上月常任理事から，説明が行われ，原案どおり承認さ

れた．

Ⅲ．平成 21年度事業計画案及び収支予算

平成 21年度事業について，はじめに事業方針につ

いて里宇理事長から，引き続き事業計画案について庶

務担当の吉永常任理事から説明が行われ，承認され

た．

平成 21年度収支予算案について，財務担当の上月

常任理事から，説明が行われ，原案どおり承認され

た．

（以上Ⅰ～Ⅲは通常総会議事録参照）

Ⅳ．第 49回（平成 24年開催）学術集会会長の指名

里宇理事長から，第 49回学術集会会長候補者とし

て，理事会において，蜂須賀研二会員（産業医科大学

リハビリテーション医学）が推薦された旨報告があ

り，満場一致で承認された．

Ⅴ．会費を 2年以上滞納した者の扱い

庶務担当の吉永常任理事から，会費を 2年以上滞納

した者について，学術集会期間中，事務局窓口で氏名

を公開し，その後，申し出がない者については，定款

10条の規定に基づき除名とする旨の説明があり，承

認された．

Ⅵ．その他

① 評議員選挙規定の一部改定について

庶務担当の吉永常任理事から，評議員選挙に関する

規則・同内規の一部改定案について説明があり，原案

どおり承認された．また今後の評議員選挙に向けての

予定について説明があった．

② Corresponding Memberについて

国際委員会担当の赤居常任理事から，Correspond-

ing Member候補者としてDr. Jeffrey R. Basford氏（米

国）を推薦する旨の説明があり，承認された．また，

海外医師助成事業に関して，協力病院を募るアンケー

ト調査について説明があった．

 以　上

「訂正と謝罪」

平成 20年度の評議員会及び総会において，物故会

員としてご紹介した林玉子先生につきまして，その

後，当方の記載ミスであることが判明いたしました．

林玉子先生をはじめ，会員の皆様には大変ご迷惑をお

かけいたしました．心よりお詫び申し上げます．
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